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勝山漁港沖合９００ｍ、浮島北側での定置網漁の

様子。出港したのはまだ真っ暗な３時半。 

 たも網（箱網）の中では、旬に入った大量のイナダが

踊っています。 

 魚は鮮度が命、一刻も早く競りにかけるため、作業

には無駄がなく、動きはとてもスピーディー。 

ご協力いただきました勝山漁協の皆さんありがとう

ございました。豊漁をお祈りします。 
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議会だより 
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◎
議
員
報
酬
削
減
分 

教
育
予
算
へ
充
当
を
要
望 

令
和
元
年
６
月
１
日
か
ら
令

和
２
年
３
月
31
日
ま
で
の
期

間
、
議
員
報
酬
の
５
％
を
削
減

す
る
よ
う
条
例
を
改
正
。 

削
減
額
は
更
な
る
教
育
予
算

に
充
当
す
る
よ
う
要
望
。 

 ◎
国
の
教
育
予
算
に
関
す
る 

意
見
書
２
件 

昨
年
に
引
き
続
き
、
国
の
教

育
予
算
に
関
し
、
町
議
会
か
ら

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
３
大
臣
に

対
し
、
次
の
２
件
の
意
見
書
を

提
出
。 

１
．
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

に
必
要
な
教
育
環
境
の
整
備
促

進
を
求
め
る
「
国
に
お
け
る
教

育
予
算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
」 

２
．
財
政
に
起
因
す
る
地
域
格

差
を
防
止
し
、
義
務
教
育
の
全

国
水
準
の
維
持
を
求
め
る
「
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
に
関
す
る
意
見
書
」 

 

◎
議
会
広
報
特
別
委
員
会
の
設

置 

 

議
会
広
報
の
編
集
に
関
す
る

事
項
を
審
査
し
、
審
査
終
了
ま

で
閉
会
中
も
継
続
審
査
す
る
。 

 
設
置
期
間
は
、
令
和
５
年
４

月
29
日
ま
で
、
定
数
は
５
名
。 

（
８
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
） 

    

◎
自
動
車
税
に
関
す
る 

税
条
例
の
一
部
改
正 

自
動
車
税
及
び
軽
自
動
車
税

に
つ
い
て
10
月
１
日
か
ら
自

動
車
取
得
税
が
廃
止
さ
れ
、
新

た
に
「
環
境
性
能
割
」
が
新
税
目

と
し
て
導
入
さ
れ
た
。
環
境
性

能
割
は
、
環
境
負
荷
（
大
気
汚
染

等
）
に
対
す
る
課
税
で
あ
り
、
軽

自
動
車
の
環
境
性
能
割
は
本
来
、

町
税
と
な
る
が
、
当
分
の
間
、
都

道
府
県
税
事
務
所
で
納
め
る
こ

と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
非
課
税
や

減
免
の
範
囲
を
県
内
で
統
一
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
県
と
同

じ
基
準
に
す
る
と
し
た
条
例
の

改
正
を
行
っ
た
。 

 ◎
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正 

 

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料

は
、
所
得
区
分
に
応
じ
て
標
準

保
険
料
（
年
額
７
１
，
４
０
０
円
）

に
対
し
、
一
定
の
率
の
軽
減
措

置
を
講
じ
て
い
る
が
、
低
所
得

者
の
軽
減
率
を
拡
大
し
、
消
費

税
率
引
上
げ
に
伴
う
保
険
料
負

担
の
軽
減
を
図
る
も
の
。 

 

◎
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う 

条
例
の
一
部
改
正 

 

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
率

が
現
行
の
８
％
か
ら
10
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

課
税
対
象
と
な
っ
て
い
る
料
金

を
改
定
し
た
。 

           

◎
財
産
の
取
得 

 

デ
ジ
タ
ル
戸
別
受
信
機 

１
，
１
０
０
台 

契
約
額
、
４
，
９
８
９
万
６
千

円
、
契
約
の
相
手
方
、
ス
イ
ス
通

信
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
。 

 ◎
そ
の
他 

 

千
葉
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議 

６
月
定
例
議
会
は
、
会
期
を
６
月
12
日
の
１
日
間
と
し
て
開
催
し
た
。 

 

議
案
は
、
議
員
発
議
案
４
件
、
町
長
提
出
議
案
８
件
の
合
計
12
件
。 

 

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。 

 

一
般
質
問
に
は
、
笹
生
あ
す
か
・
鈴
木
辰
也
・
笹
生
正
己
の
３
議
員
が
質
問
席
に
立
っ
た
。 

６月 

定例議会 

議
員
発
議
案 

町
提
出
議
案 

～
料
金
改
定
さ
れ
た
も
の
～ 

 

国
保
病
院
使
用
料
条
例 

 

診
断
書
等
の
文
書
料 

入
院
差
額
ベ
ッ
ド
代 

 

水
道
事
業
給
水
条
例 

 
 

 

水
道
料
金 

メ
ー
タ
ー
使
用
料 

 
 

 

加
入
者
分
担
金 

 

改選後 初の定例議会 

全議案 全会一致で可決 

※
注 

（
表
１
） 

※
注 



－３－ 

   

総
務
費 

 

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
を
活
用
し
て
、
元
名
区
祭
礼

屋
台
修
繕
に
要
す
る
費
用
の
一

部
（
２
５
０
万
円
）
の
助
成
。 

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

住
民
税
非
課
税
者
、
子
育
て
世

帯
へ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
発
行
に
要
す
る
費
用
１
，
７

３
８
万
９
千
円
を
計
上
。
そ
の

全
額
が
国
庫
補
助
金
。 

（
６
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
） 

 

衛
生
費 

女
性
と
異
な
っ
て
風
し
ん
の

予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
が
な

か
っ
た
男
性
（
昭
和
37
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和

54
年
４
月
１

日
生
）
を
対
象
と
し
た
抗
体
検

査
及
び
予
防
接
種
に
要
す
る
費

用
と
し
て
１
４
０
万
３
千
円
を

計
上
。
抗
体
検
査
費
用
の
う
ち
、

56
万
４
千
円
が
国
庫
補
助
金
。 

 

 
 
 

教
育
費 

～
小
学
校
関
係
～ 

 

幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
う
条

例
整
備
に
係
る
業
務
委
託
料

43
万
２
千
円
は
、
全
額
国
庫
補

助
。
小
学
校
プ
ー
ル
門
扉
修
繕

32
万
４
千
円
、
小
学
校
北
側
門

扉
修
繕
81
万
円
。 

～
公
民
館
関
係
～ 

 

公
民
館
浄
化
槽
の
修
繕
の
た

め
78
万
５
千
円
を
計
上
。 

指
定
寄
付
30
万
円
に
よ
り

図
書
購
入
。 

 

諸
支
出
金 

道
の
駅
保
田
小
の
指
定
管
理

者
と
の
協
定
に
基
づ
き
道
の
駅

の
利
益
（
２
，
２
５
０
万
円
）
の

40
％
に
あ
た
る
９
０
０
万
２

千
円
を
、
都
市
交
流
施
設
整
備

基
金
費
と
し
て
積
み
立
て
る
。 

 介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算 

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
入
金

７
４
１
万
９
千
円
は
、
消
費
税

等
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
介
護

保
険
の
低
所
得
者
区
分
の
標
準

保
険
料
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
軽
減
さ
れ
た
介

護
保
険
料
分
に
充
当
さ
れ
る
。

繰
入
金
の
う
ち
２
分
の
１
は
国
、

４
分
の
１
を
県
が
負
担
。 

     

              

問 

小
学
校
北
側
の
門
扉
の
修

繕
工
事
は
、
子
供
の
安
全
の
た

め
早
く
取
り
掛
か
る
べ
き
だ
と

思
う
が
、
予
定
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。 

答 

補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
次

第
、
１
日
も
早
い
完
成
に
向
け

早
急
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。 

   

問 

デ
ジ
タ
ル
戸
別
受
信
機
は
、

昨
年
配
布
し
た
も
の
と
同
じ
物

か
。 

答 
性
能
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 

  
 

 
 

 
 

 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
，
４
７
２
万
円
を
追
加
し 

 

総
額 

39
億
４
，
３
７
９
万
円
に 

補
正
予
算
の
主
な
内
容 

補
正
予
算
に
つ
い
て
の
質
疑 

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
の
質
疑 

（表１）介護保険料額の比較と対象者 

※
注 

環
境
性
能
割
と
は
、
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い

導
入
さ
れ
る
新
税
で
、
現
行
の

自
動
車
取
得
税
に
代
わ
っ
て

売
買
等
で
自
動
車
を
取
得
し

た
際
に
課
税
さ
れ
る
。
税
率

は
、
環
境
負
荷
軽
減
（
燃
費
基

準
値
達
成
度
な
ど
）
に
応
じ
て

区
分
さ
れ
、
納
付
場
所
は
、
都

道
府
県
税
事
務
所
と
な
っ
て

い
る
。 

鋸南小の北側門扉 

現行 改正後

第１段階 32,200円 26,700円
生活保護受給者。世帯全員が町民税非課税で、前年の課税
年金収入額と合計所得金額の合計が８０万円以下の方。

第２段階 53,500円 44,600円
世帯全員が町民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が８０万円超１２０万円以下の方。

第３段階 53,500円 51,700円
世帯全員が町民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が１２０万円超の方。

保険料段階
保険料額

対象となる方



－４－ 

議会中継は、町ホームページ

から町議会→議会中継を 

クリックしてね 

録画配信は、次の議会開催

まで見ることができます 

よ
り
と
も
く
ん 

                              

                             

鈴木 辰也 議員 

・鋸南町空家対策について 

・道の駅保田小及び周辺整備について 

・プレミアム付商品券事業について 

笹生 正己 議員 

・医療機関について 

・地域福祉について 

・町長の所信について 

３
議
員
が
町
政
を
問
う 

一般質問とは、議員が本会議場で町長・教育長に対し施政 
 

方針や事務の執行状況を聞き、疑問点をただすものです。 
 

紙面の都合上概要を掲載しています。 

 

笹生 あすか 議員 

・子どもの虐待について 

・普通教室へのエアコン設置について 

・鋸南病院のリハビリと訪問診療について 

 

み
か
え
り
ち
ゃ
ん 



－５－ 

                              

【
子
ど
も
の
虐
待
に
つ
い
て
】 

問 
国
は
児
童
虐
待
防
止
対
策

の
抜
本
的
強
化
に
つ
い
て
決
定

し
た
。
そ
の
内
容
を
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
か
。 

答 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
の
一
体
的
運
用
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
設
置
に
向

け
て
早
急
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。 

問 

鋸
南
町
の
虐
待
防
止
対
策

の
現
状
は
ど
う
か
。 

答 

健
診
や
予
防
接
種
の
際
に
、

身
体
の
状
態
、
成
長
等
に
よ
り
虐

待
の
有
無
を
確
認
し
、
虐
待
の
早

期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。
加
え

て
「
鋸
南
町
虐
待
等
防
止
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
実
務
者
会
議
」
に
よ
り
、

発
生
し
た
事
案
の
対
応
並
び
に

経
過
観
察
に
つ
い
て
情
報
、
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

問 

こ
の
件
に
つ
い
て
、
教
育
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

答 

失
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
、

そ
れ
は
子
ど
も
の
命
と
考
え
て

い
ま
す
。
鋸
南
町
は
、
今
の
と
こ

ろ
大
き
な
問
題
と
な
る
よ
う
な

事
案
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
防
止
対

策
に
力
強
く
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

要
望 

子
ど
も
の
命
を
守
る
と

共
に
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
町
と
議
会
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
よ
う
要
望
す

る
。 

【
普
通
教
室
へ
の 

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
】 

問 

小
中
学
校
の
普
通
教
室
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
向
け
た
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。 

答 

６
月
下
旬
か
ら
工
事
が
始

ま
る
予
定
で
す
。
授
業
に
影
響
し

な
い
よ
う
工
事
工
程
を
組
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
完
成
は
８
月
下

旬
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

【
鋸
南
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
と 

訪
問
診
療
に
つ
い
て
】 

問 

鋸
南
病
院
の
方
針
と
し
て
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
訪
問

診
療
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
リ
ハ
ビ
リ
事
業
に
関

し
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
。 

答 

リ
ハ
ビ
リ
は
、
理
学
療
法
士

４
名
体
制
で
行
っ
て
お
り
、
療
法

士
１
人
あ
た
り
１
日
５
名
か
ら

８
名
の
入
院
・
外
来
患
者
の
施
術

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

問 

訪
問
診
療
の
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。 

答 

転
倒
や
寝
た
き
り
、
肺
炎
や

褥
瘡
（
床
ず
れ
）
の
予
防
、
栄
養

状
態
の
管
理
な
ど
、
予
測
さ
れ
る

リ
ス
ク
を
回
避
し
、
入
院
が
必
要

な
状
態
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
定

期
訪
問
に
加
え
３
６
５
日
24
時

間
体
制
で
対
応
し
て
い
ま
す
。 

要
望 

鋸
南
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ

が
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
訪
問
診

療
に
つ
い
て
は
、
予
防
医
療
を
含

め
て
、
地
域
医
療
で
と
て
も
重
要

だ
と
考
え
る
。
大
切
な
地
域
の
医

療
機
関
で
あ
る
、
鋸
南
病
院
で
の

取
り
組
み
を
町
民
に
、
広
く
知
ら

せ
る
よ
う
要
望
す
る
。 

 

 

問 

子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
の
対
策
は 

 

答 

児
童
虐
待
防
止
の
体
制
強
化
を 

笹生 あすか 議員 

 

じ
ょ
く
そ
う 



－６－ 

                              

【
鋸
南
町
空
家
対
策
に
つ
い
て
】 

問 
鋸
南
町
空
家
等
対
策
計
画

で
は
、
空
家
等
の
把
握
を
５
年
ご

と
に
追
跡
調
査
を
実
施
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
今
年
度
が
５
年
目

に
当
た
る
が
調
査
を
す
る
の
か
。 

答 

本
年
度
、
調
査
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
調
査
方
法

に
つ
い
て
は
、
前
回
と
同
様
に
、

地
域
の
皆
様
に
協
力
し
て
も
ら

う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。 

問 

所
有
者
の
特
定
が
で
き
な

い
特
定
空
家
が
非
常
に
危
険
な

状
態
に
な
っ
た
時
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
と
る
の
か
。 

答 

あ
く
ま
で
も
所
有
者
に
管

理
責
任
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

所
有
者
の
追
跡
を
し
、
確
認
し
て

是
正
を
し
て
い
ま
す
。 

問 

国
庫
事
業
で
あ
る
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
の
空

家
再
生
等
推
進
事
業
に
は
、
除
去

事
業
タ
イ
プ
と
活
用
事
業
タ
イ

プ
と
い
う
２
つ
の
交
付
金
事
業

が
あ
る
が
、
町
と
し
て
こ
の
事
業

の
申
請
は
考
え
て
い
る
の
か
。 

答 

申
請
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。
基
本
的
に
、
所
有
者
の
責
務

で
や
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
状
況
を
確
認
し
な
が
ら

補
助
事
業
の
導
入
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

【
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券 

事
業
に
つ
い
て
】 

問 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は

ど
こ
で
販
売
す
る
の
か
。 

答 

役
場
本
庁
、
す
こ
や
か
、
中

央
公
民
館
の
３
カ
所
を
考
え
て

い
ま
す
。 

問 

佐
久
間
地
区
で
の
販
売
は

考
え
て
い
な
い
の
か
。 

答 

現
状
で
は
、
考
え
て
い
ま
せ

ん
。（
※
注
１
） 

問 

佐
久
間
地
区
の
住
民
で
、
販

売
場
所
に
来
ら
れ
な
い
人
の
た

め
の
対
応
策
は
考
え
て
い
る
の

か
。 

答 

商
品
券
の
販
売
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
詳
細
を
商
工
会
等
と

も
協
議
の
上
、
検
討
し
ま
す
。 

【
道
の
駅
保
田
小
及
び 

周
辺
整
備
に
つ
い
て
】 

問 

都
市
交
流
施
設
と
の
連
携

を
踏
ま
え
た
導
入
機
能
の
検
討
、

施
設
整
備
計
画
も
策
定
す
る
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
ど
う
い
っ

た
施
設
に
な
る
の
か
。 

答 

現
在
の
都
市
交
流
施
設
保

田
小
学
校
の
機
能
の
補
完
、
拡
充

を
含
め
て
、
来
場
者
の
利
便
性
の

向
上
、
更
に
満
足
度
を
高
め
る
よ

う
な
施
設
を
想
定
し
計
画
し
て

い
き
ま
す
。 

問 

今
回
の
周
辺
整
備
で
は
、
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
ど
の
位
必
要
と

考
え
て
い
る
の
か
。 

答 

事
業
の
範
囲
約
１
万
３
千

㎡
の
う
ち
駐
車
場
用
地
は
約
３

千
㎡
を
想
定
し
て
い
ま
す
。 

問 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
駐

車
場
（
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
）
が
１
２
３

カ
所
の
道
の
駅
に
設
置
さ
れ
て

い
る
が
導
入
は
ど
う
か
。 

答 

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
機
能
強

化
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
検
討
し

て
い
き
ま
す
。 

 

 

問 

保
田
小
周
辺
整
備
計
画
の
内
容
は 

 

答 

来
場
者
の
利
便
性
と
満
足
度
を
拡
充 

鈴木 辰也 議員 

 

※注１ 商品券の販売場所について

は、町内各郵便局でも取り扱うことで

作業を進めています。 

上空から見た 道の駅保田小周辺 



－７－ 

                              

【
医
療
機
関
に
つ
い
て
】 

問 
鋸
南
病
院
の
運
営
は
、
平
成

20
年
か
ら
「
鋸
南
き
さ
ら
ぎ
会
」

が
行
っ
て
い
る
。
様
々
な
理
由
か

ら
経
営
が
厳
し
く
な
り
、
先
の
議

会
で
補
助
の
額
を
３
千
万
円
増

額
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
町
内
の

医
院
に
お
い
て
も
医
師
の
体
調

な
ど
で
診
療
に
不
安
を
持
つ
住

民
が
増
え
て
い
る
。
町
長
の
考
え

を
伺
う
。 

答 

病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

厚
生
労
働
省
で
は
、
手
術
件
数
や

診
療
実
績
等
を
勘
案
し
、
統
合
や

再
編
を
求
め
る
と
し
て
い
て
、
鋸

南
病
院
は
、
救
急
も
含
め
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
健
全
な
長

期
運
営
が
求
め
ら
れ
る
の
で
指

定
管
理
者
と
連
携
を
密
に
し
て

い
き
ま
す
。 

問 

何
人
も
辞
め
た
看
護
師
の

補
充
が
最
重
要
だ
。
引
き
抜
く
く

ら
い
の
気
で
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
が
。 

答 

様
々
な
方
法
で
の
採
用
を

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。 

要
望 

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考

慮
し
、
健
全
な
運
営
を
望
む
。 

【
地
域
福
祉
に
つ
い
て
】 

問 

「
地
域
福
祉
計
画
」
は
、
高

齢
者
、
児
童
、
障
害
者
な
ど
の
分

野
ご
と
の
縦
割
り
で
は
な
く
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
行
政
と
住
民

が
一
体
と
な
っ
て
支
え
合
う
総

合
的
な
計
画
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
、
法
の
改
正
に
よ
り
作
成
が
、

任
意
か
ら
努
力
義
務
と
な
っ
た
。

南
房
総
市
で
は
既
に
作
成
中
と

聞
く
が
鋸
南
町
で
は
ど
う
か
。 

答 

未
策
定
で
す
が
、
現
在
遂
行

中
の
「
高
齢
者
福
祉
計
画
、
介
護

保
健
事
業
計
画
」「
障
害
福
祉
計

画
」
な
ど
の
次
期
計
画
の
策
定
に

併
せ
、
費
用
軽
減
を
考
慮
に
入
れ
、

来
年
度
に
実
施
予
定
で
す
。 

要
望 

市
と
比
較
し
て
予
算
・
人

材
と
い
う
観
点
か
ら
は
大
変
だ

が
、「
自
律
」
の
町
と
し
て
、
市

以
上
の
福
祉
の
確
立
を
望
む
。 

【
町
長
の
所
信
に
つ
い
て
】 

問 

「
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
」
と
所

信
を
述
べ
ら
れ
た
が
、
妙
案
は
あ

る
の
か
具
体
案
を
伺
い
た
い
。 

答 

町
人
口
は
、
平
成
27
年
国

勢
調
査
で
は
、
５
年
間
で
９
２
８

人
減
少
。
65
歳
以
上
の
割
合
は
、

45
％
を
超
え
県
内
２
番
目
の
高

齢
化
率
で
す
。そ
の
た
め
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
問
題
の
解
消
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
住

宅
用
地
の
整
備
や
、
通
勤
等
に
利

用
で
き
る
バ
ス
運
行
の
具
現
化

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

問 

過
疎
債
を
借
り
て
い
る
の

は
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
な
く
、

恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
。
一
つ
の
限

度
と
し
て
、
高
齢
化
率
50
％
と

自
分
は
考
え
る
が
。 

答 

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

対
策
に
つ
い
て
は
、
即
効
薬
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
町
総
合

戦
略
に
示
し
た
施
策
を
着
実
に

実
行
し
て
い
く
他
、
先
進
事
例
か

ら
、
本
町
に
あ
っ
た
施
策
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。 

  

 

問 

鋸
南
病
院
の
健
全
な
運
営
を 

 

答 

指
定
管
理
者
と
連
携
を
密
に
し
て
い
く 

笹生 正己 議員 

 

運営の改善が求められる鋸南病院 



－８－ 

 

議会の傍聴はどなたでもできます。 

次の定例議会は９月です。 

傍聴手続きは、当日議場受付で住所・氏名・年齢を

書くだけです。日程は、広報無線や町のホームペー

ジ（８月下旬）でお知らせします。 

                              

                              

                              

                            

 

～
編
集
後
記
～ 

議
員
改
選
に
よ
り
６
月
議
会
で
新
た
に
議

会
広
報
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

委
員
会
の
使
命
が
、
議
会
活
動
の
状
況
を
町

民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

本
委
員
会
が
編
集
す
る
議
会
だ
よ
り
は
、

平
成
元
年
に
第
１
号
が
刊
行
さ
れ
て
以
来
、

先
輩
諸
氏
の
熱
意
と
努
力
に
よ
り
30
年
の
節

目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

間
、
い
か
に
読
み
や
す
く
し
、
分
か
り
や
す

い
誌
面
と
す
る
か
、
と
の
難
題
を
抱
え
、
委

員
は
常
に
研
鑽
努
力
、
腐
心
の
連
続
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
今
定
例
会
も
無
事
、
終
了
し
た
わ

け
で
す
が
、
や
は
り
新
議
員
４
名
が
加
わ
っ

た
こ
と
で
、
議
場
の
雰
囲
気
も
幾
分
変
わ
り

新
人
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
に
は
、
斬
新
さ

初
々
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。 

一
方
、
新
委
員
の
我
々
５
人
で
す
が
、
私

が
経
験
４
年
、
他
の
４
人
は
未
経
験
と
い
う

大
変
心
も
と
な
い
状
況
に
は
あ
り
ま
す
が
、

や
は
り
斬
新
さ
を
売
り
に
、
新
た
な
誌
面
作

り
を
目
指
し
、
４
年
間
で
「
開
か
れ
た
議

会
」
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な
議
会
だ
よ

り
を
、
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
参
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
委
員
長
） 

議
会
だ
よ
り
は
、
議
会
で
の
審
議
の
内
容
、
意
見
、
活
動
、

実
績
な
ど
を
知
ら
せ
る
唯
一
の
広
報
誌
で
す
。
ま
た
、
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
す
上
で
も
議
会
だ
よ
り
の
発
行
は
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。 

町
民
の
皆
様
に
、
読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
内
容
で
お

届
け
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

委
員
長 

 

笹
生 

久
男 

副
委
員
長 

竹
田 

和
明 

委
員 

 
 

笹
生 

あ
す
か 

委
員 

 
 

早
川 

正
也 

委
員 

 
 

大
塚 

昇 

議会だより編集委員 新メンバーです！ 
 

 

 

私たちがつくります！よろしくお願いします 

早川正也委員       笹生あすか委員 

竹田和明副委員長     笹生久男委員長     大塚 昇委員 

７月５日、千葉市自治会館で行われた、市町村議会

広報研究会に参加し、議会広報作成の基本や、編集

技術等について研修しました。 

５月28日 議員全員協議会 

          議員総会 

６月 ４日 議会運営委員会 

６月12日 第３回議会定例会 

～議会の日誌～ 

７月 ２日 議会広報特別委員会 

７月 ５日 議会広報研究会 

７月 ８日 議会広報特別委員会 

       協議会 
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